
 

振動試験可能範囲線図（3.0型振動試験装置） 

 
振動試験を計画する場合、振動試験装置の最大加振力の 75%程度で設計することが望まれます。 
以下に 3.0型振動試験装置の試験可能範囲を図示します。 
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記号説明： 
 

A-B: 最大振幅 76 mmp-p(片振幅 38mm) 
B-F: 最大速度 2.0 m/s 

B-K: 水平 1 m角テーブル使用時最大加速度 
C-J: 垂直 1 m角テーブル使用時最大加速度 
D-I: 垂直 50 cm角テーブル使用時最大加速度 

E-H: 垂直 20 cm立方体治具使用時最大加速度 

F-G: 無負荷時最大加速度 
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